関東同窓会新年会開催！　（1月19日）
厳しい寒さが続く1月19日（木）夜、関東同窓会の新年会が日本教育会館（千代田区一ツ橋）で開催された。当日は41期から103期まで62年の世代を代表した110名が参集。同新年会としては過去最多の出席者となった。
65期からは執行部の副会長・上原昇（2組）、副幹事長・丸山暢久（4）のほか小宮山豊（2）、櫻田喜貢穂（7）、宮原豊、西村賢治（9）の6名が出席した。

今回のアトラクションの目玉は、黒坂黒太郎（本名正文）氏（66期）によるコカリナ（木製オカリナ）演奏。黒坂さんは東日本大震災被災地支援コンサートを始め、最近はウイーンなど海外での活躍も顕著である。昨年1月の15周年コンサートには、美智子皇后さまも臨席されたというから凄いことだ。
当夜は、黒坂さんの心安らぐコカリナの音色と奥様の矢口周美さんの清澄なボーカルに、観客全員が聴き入り、終演後は大きな拍手が鳴りやまなかった。

その後の懇親会では、7月1日予定されている関東同窓会総会の実行委員長に決まっている我ら65期の宮原君から総会へ向けて、力強い決意表明があった。
総会実行委員は65期の他、副実行委員長が70期、あと75期、80期であり、力を合わせて総会を盛り上げていきたいものである。
新年会の最後は、万年応援団長の西村君が迫力満点のエ－ルできっちりと締め終宴。

なお、７月総会の講演は、ネパール国籍をもち“ヒマラヤのドン・キホーテ”とも呼ばれている宮原巍（たかし）氏（50期）に、ヒマラヤに賭ける想いを語ってもらうべく依頼中である。アトラクションは一昨年総会に出演して好評であった若手マリンバ奏者の窪田健志氏（99期）が、同窓先輩の荻原松美氏（85期、打楽器奏者）と西田紀子さん（岐阜市出身、フルート奏者）と組んでの楽しい演奏会を予定している。

今年の総会は65期にとっては、同期会も兼ねたビッグイベントとなるので、初参加の人も含め同期諸氏の多数参加をお願いする次第である。

（2012年1月20日　上原記）
